
教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

 

信州大学サステナブル社会協創学環では、ディプロマ・ポリシーで掲げる「4 つのシコウ（志

向・思考・試行・至高）」を教育課程全体の構成原理として、学修段階と科目体系を設計する。

教育の核は「協創」「実践」「統合」であり、学生が自らの学びを社会価値に転換できるよう、以

下の方針に基づいて教育課程を編成・実施する。 

 

1.教育課程の基本方針 

①学生のパーソナリティ形成から専門知識の獲得･深化、社会実践・価値創造に至るまでの 4

段階の学修過程を DP で示した「4 つのシコウ（志向・思考・試行・至高）」に基づいて体系

化する。 

②4つのシコウは、学修の実践（実践系科目）と知識の深化（専攻系科目）の循環によって確

立される構造とする 

③学修の実践（実践系科目）は、初年次では演習や経験獲得を通じて志向性を獲得し、高年

次では自律的/自立的に取り組み、社会協創力や実現力を高める。 

④サステナビリティに関する専門知識の深化（専攻系科目）は、初年次では横断的に学修によ

って広く知識を獲得し、学年進行に従ってコースに分化し、より専門性を深化・先鋭化させ

る。 

⑤学修成果は、PBL、アクションリサーチ、協創型演習、卒業研究等により広く社会と共有し、

社会実装を通じて評価する。 

 

2.学修段階と科目体系の構造 
 

 

 



3.主専攻領域の配置 

「思考」における専門性の深化を目的として、以下の 3領域を設ける。学生は 1つを主軸に

据えつつ、他領域を副次的に履修し、学際的な発想と連携的課題解決能力を培う。 
 

 

 

4.教育方法と学修支援 

①アクティブラーニング方式、RBL・PBL、協創演習を教育の中心に据え、理論と実践の往還

を重視する。 

②地域協創・多世代共学・国際連携を通じて、現場での学びと多文化理解を促進する。 

③オンデマンド・先取り履修・リカレント対応により、社会人や高校生など多様な学習者に開か

れた教育環境を整備する。 

④学修成果は電子ポートフォリオ・発表会・社会実装プロジェクト等で評価し、DP との連動を

図る。 

⑤デジタルツールや AI 等に関しては、適切なリテラシーを育成･獲得した上で、効果的に活

用することを前提とした上で積極的に活用する。 

 

5.学修成果の統合と発信 

本学環における最終的な学修成果は、卒業研究（地域協創プロジェクト・社会実装活動）な

どを通じて統合的に表現される。学生は、学修で培った「志向・思考・試行・至高」の力をもっ

て、新たな社会的価値を創出できるようになる。 

 


